
①記憶後即時に思い出す「作業記憶問題※２」が優位に改善しました。

②記憶後に時間をおいて思い出す「遅延再生テスト※3」の改善率が
「位置を認識する問題」の正解率に相関しました。

さらに、

『暮らしの脳トレ』と認知症スケール※4に高い相関（P <0.0001）
も見られ、認知機能測定ツールとしての可能性が示唆されました。

『暮らしの脳トレ』を3ヶ月※1続けた結果

●米国認知症専門医学誌である

「Journal of Alzheimer Disease(JAD)」

vol99(2024.5)において、

当社認知トレーニング『暮らしの脳トレ』

の有効性検証の結果が公表されました。

●『暮らしの脳トレ』は認知機能低下の

兆しを早期から捉えるIADLをベースに

複数の認知機能に働きかけるよう設計

された新しい認知トレーニングです。

米国認知症専門医学誌に認知機能トレーニングツール

※1： 1回15分、週3回、3ヶ月続けた結果

※2： 記銘テスト（MMSE）、即時再生テスト（HDSR）の中で「示された3つの単語を記憶し返答」する問題

※3： 遅延再生テスト（ADAS）の中で「示された10個の単語を一定時間後にどれだけ思い出せるかを試す問題

※4： ADAS・MMSE・長谷川式
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『暮らしの脳トレ』の
「位置を認識』する問題

『暮らしの脳トレ』の有効性が発表されました！
（監修：筑波大学名誉教授 朝田隆先生）



認知症の名医が考えた『暮らしの脳トレ』を試してみませんか？
詳しくは下記お問い合わせ先まで！

https://www.nissay-it.co.jp/
〒144-8721 東京都大田区蒲田5-37-1 ニッセイアロマスクエア 10F  
TEL：03-5714-2310      E-mail：kaigoyobou@nissay-it.co.jp

ヘルスケアコンサルティング営業部 認知症対策営業担当

「暮らしの脳トレ」企業情報化協会IT賞2020「社会課題解決」を受賞！

特長 日常生活で課題となるポイントに着目した生活実践型脳トレ！

介護予防教室や通いの場、或いは自宅で手軽にできます！

IADLをベースとした日常生活課題をテーマに、短期記憶力、視空間認知力、注意力、

推論力をトレーニングする問題を1,000問用意しています。

【通いの場でのセルフ活用】

買う必要があるものは何？

【短期記憶力】短期の情報記憶

どちらがお得？

【推論力】物の数を推理

日本の硬貨ではないものは何枚？

【注意力】注意深く見分ける

あなたは地図上のどこにいる？

【視空間認知力】位置の認識

【介護予防教室での集団活用】


